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「
も
ん
じ
ゅ
」
に
お
け
る
保
守
管

理
上
の
不
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
元
を
は
じ
め
と
す
る
国
民
の
皆

様
の
信
頼
を
損
な
う
結
果
と
な
り

ま
し
た
こ
と
を
、
深
く
お
わ
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年

５
月
29
日
付
で
原
子
力
規
制
委

員
会
か
ら
原
子
炉
等
規
制
法
に
基

づ
く
措
置
命
令
な
ど
２
つ
の
命
令

を
、
ま
た
監
督
官
庁
で
あ
る
文
部

科
学
省
か
ら
も
改
善
要
請
を
受
け

て
お
り
ま
す
。

　

当
機
構
と
し
ま
し
て
は
、
こ
れ

ら
の
命
令
、
要
請
を
深
刻
に
受
け

止
め
、
猛
省
す
る
と
と
も
に
、
経

営
の
最
重
要
課
題
と
し
て
さ
ら
な

る
改
善
に
取
り
組
み
、
一
日
も
早

い
信
頼
回
復
に
向
け
て
万
全
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
《
原
子
炉
等
規
制
法
に
基
づ
く

２
つ
の
命
令
》

　

⑴
原
子
炉
等
規
制
法
第
36
条
に

基
づ
く
保
安
措
置
命
令

　

下
記
の
保
安
の
た
め
に
必
要
な

措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
命
ず
る
。

　

① 
保
守
管
理
体
制
及
び
品
質

保
証
体
制
を
再
構
築
す
る
こ
と

（
人
材
、
設
備
等
及
び
予
算
を
適

切
に
配
分
。
保
守
管
理
担
当
職
員

を
適
正
に
評
価
。
点
検
状
況
を
正

確
に
把
握
し
、
管
理
で
き
る
シ
ス

テ
ム
を
構
築
）

　

② 

昨
年
12
月
の
命
令
に
従
い
、

引
き
続
き
、
必
要
な
措
置
（
注
…

未
点
検
機
器
の
点
検
の
こ
と
）
を

講
ず
る
こ
と

　

③ 

上
記
①
及
び
②
に
つ
い
て
、

対
応
結
果
に
つ
い
て
原
子
力
規
制

委
員
会
へ
報
告
す
る
こ
と

　

④ 

上
記
③
に
関
す
る
原
子
力

規
制
委
員
会
の
確
認
が
完
了
す
る

ま
で
の
間
、
保
安
の
確
保
に
必
要

な
点
検
等
を
除
き
、
原
子
炉
等
規

制
法
第
28
条
に
基
づ
く
使
用
前
検

査
（
原
子
炉
施
設
の
性
能
に
関
す

る
事
項
に
限
る
）
を
進
め
る
た
め

の
活
動
を
行
わ
な
い
こ
と

　

⑵
原
子
炉
等
規
制
法
第
37
条
に

基
づ
く
保
安
規
定
変
更
命
令

　

安
全
文
化
の
劣
化
等
に
対
し
、

組
織
的
要
因
の
問
題
等
の
根
本
原

因
分
析
を
や
り
直
し
、
再
発
防
止

対
策
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も

に
、
組
織
内
に
お
け
る
役
割
分
担

並
び
に
責
任
及
び
権
限
を
確
認
し

た
上
で
、
下
記
を
踏
ま
え
、
保
安

規
定
の
変
更
を
命
ず
る
。

　

① 

経
営
層
は
、
も
ん
じ
ゅ
の

運
営
に
当
た
り
、
安
全
を
最
優
先

と
す
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
た

廣井理事による職員への訓示

もんじゅ保守管理改善検討委員会

原
子
力
規
制
委
員
会
、
文
部
科
学
省
の
命
令
・
要
請
を
受
け

全
役
職
員
一
体
で
安
全
最
優
先
へ
改
革
を
断
行
し
ま
す

も
ん
じ
ゅ

も
ん
じ
ゅ 

保
守
管
理
上
の
不
備
と
そ
の
対
応
状
況
に
つ
い
て
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上
で
活
動
方
針
を
定
め
、
組
織
内

に
周
知
し
、
当
該
方
針
に
基
づ
く

活
動
を
実
施
さ
せ
る
こ
と

　

② 
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法

令
順
守
）
を
徹
底
し
、
安
全
文
化

醸
成
活
動
の
取
組
を
強
化
す
る
こ

と
　

③ 

経
営
層
、
発
電
所
幹
部
の

責
任
を
明
確
に
し
、
そ
の
履
行
状

況
の
確
認
を
徹
底
す
る
こ
と

　

④ 

経
営
層
か
ら
現
場
に
至
る

ま
で
意
識
の
共
有
化
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
組
織
を
構
築
す
る

こ
と

　
《「
原
子
力
機
構
改
革
推
進
本

部
」
の
設
置
》

　

原
子
力
機
構
は
、
原
子
力
規
制

委
員
会
か
ら
の
命
令
等
を
踏
ま

え
、
原
子
力
機
構
の
全
役
職
員
が

安
全
の
価
値
を
再
認
識
し
、
安
全

文
化
の
醸
成
に
取
り
組
み
、
安
全

を
最
優
先
と
す
る
組
織
を
目
指

し
、
全
役
職
員
が
一
体
と
な
っ
て

改
革
を
断
行
し
ま
す
。

　

改
革
の
推
進
役
と
し
て
、
以
下

の
組
織
を
本
年
６
月
10
日
付
で
設

置
し
ま
し
た
。

　

○
原
子
力
機
構
改
革
推
進
本
部

　
〈
目
的
〉

　

・
機
構
の
経
営
、
組
織
及
び
運

営
の
改
革
を
推
進

　
〈
所
掌
業
務
〉

　

・
組
織
の
安
全
文
化
の
醸
成
を

始
め
と
す
る
機
構
改
革
に
係
る
業

務
　
〈
体
制
〉

　

・
理
事
長
を
本
部
長
、
副
理
事

長
を
本
部
長
代
理
と
し
、
全
理
事

を
本
部
員
と
す
る

　

・
本
部
に
原
子
力
機
構
改
革
推

進
室
を
置
く

　

○
原
子
力
機
構
改
革
推
進
室

　
〈
所
掌
業
務
〉

　
・
改
革
に
向
け
た
課
題
の
調
査
、

分
析
及
び
評
価
に
関
す
る
こ
と

　

・
改
革
に
係
る
方
針
の
策
定
に

関
す
る
こ
と
、
等

　
〈
体
制
〉

　

・
室
長
、
次
長
及
び
室
員
（
機

構
内
か
ら
幅
広
く
結
集
）

機
構
改
革
の
基
本
的
方
向

文
部
科
学
省
の
改
革
本
部
が
示
す

　

一
方
、
監
督
官
庁
で
あ
る
文
部

科
学
省
に
お
い
て
も
当
機
構
の
組

織
体
制
・
業
務
を
抜
本
的
に
見
直

し
、
国
の
政
策
上
、
優
先
度
の
高

い
業
務
に
重
点
化
を
図
る
こ
と
に

よ
り
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
統
治
能
力
）

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
失
わ
れ

た
信
頼
の
回
復
に
向
け
て
安
全
を

最
優
先
と
す
る
組
織
に
改
め
る
た

め
、
文
部
科
学
大
臣
を
本
部
長
と

し
、
省
内
関
係
幹
部
、
外
部
有
識

者
等
で
構
成
さ
れ
る
「
日
本
原
子

力
研
究
開
発
機
構
改
革
本
部
」
を

５
月
28
日
付
で
設
置
し
ま
し
た
。

　

８
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
同
本

部
の
第
４
回
会
合
に
お
い
て
は
、

機
構
に
お
け
る
一
部
の
研
究
開
発

業
務
を
国
内
の
他
の
研
究
機
関
へ

移
管
す
る
等
に
よ
る
業
務
の
重
点

化
や
、「
も
ん
じ
ゅ
」
の
運
転
管
理

　

平
成
25
年
６
月
３
日
、
原
子
力

機
構
理
事
長
に
松
浦
祥
次
郎
（
ま

つ
う
ら
・
し
ょ
う
じ
ろ
う
）（
77
）

が
就
任
し
ま
し
た
。

　

松
浦
理
事
長
は
昭
和
35
年
、
京

都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
原
子

核
工
学
修
士
課
程
修
了
。
昭
和
36

年
、
原
子
力
機
構
の
前
身
の
一
つ

で
あ
る
日
本
原
子
力
研
究
所
に
入

所
し
、
平
成
10
年
、
同
研
究
所
理

事
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
平
成
12
年
、
内
閣
府
原

子
力
安
全
委
員
会
委
員
長
に
就
任

し
た
ほ
か
、
財
団
法
人
原
子
力
安

全
研
究
協
会
理
事
長
、
一
般
社
団

法
人
原
子
力
安
全
推
進
協
会
代
表

な
ど
を
歴
任
し
て
い
ま
す
。

信
頼
を
得
ら
れ
る
組
織
へ

│
│
│
│
│
│

│
│
│
│
│
│ 

御 

挨 

拶　

　

地
元
の
皆
様
の
強
い
期
待
に
応

え
る
た
め
に
も
、
安
全
文
化
の
醸

成
に
最
大
限
の
努
力
を
払
い
、
皆

様
か
ら
真
に
信
頼
を
得
ら
れ
る
組

織
と
す
る
た
め
、
実
効
性
の
あ
る

改
革
に
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組

み
、
研
究
開
発
成
果
を
積
極
的
に

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

新
理
事
長
に
松
浦
祥
次
郎
が
就
任

体
制
の
抜
本
的
改
革
と
い
っ
た
改

革
の
基
本
的
方
向
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
こ
の
基
本
的
方
向
を
踏

ま
え
、
機
構
に
お
い
て
今
秋
を
目

途
に
機
構
の
改
革
計
画
を
策
定
し

て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

平成24年11月　電気・計測制御設備において保守管理の不備を確認、 公表
平成25年１月　保守管理上の不備について原子力規制委員会へ報告書を提出
平成25年４月　「もんじゅ」に係る敦賀本部の体制を強化
平成25年５月　原子力規制委員会から措置命令等の文書を受領
平成25年６月　機構内に原子力機構改革推進本部を設置

保守管理不備関連の主な経緯
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こ
の
指
示
は
、「
も
ん
じ
ゅ
」
の

敷
地
内
に
お
け
る
複
数
の
破
砕
帯
に

つ
い
て
、
敷
地
か
ら
約
500
ｍ
西
に
位

置
す
る
白
木
│
丹
生
断
層
と
の
地

質
構
造
上
の
関
連
性
を
、
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
新
し
い
知
見

を
踏
ま
え
つ
つ
改
め
て
整
理
す
る
こ

と
を
求
め
る
も
の
で
、
具
体
的
に
は

こ
れ
ら
の
破
砕
帯
が
、

　

①
活
動
的
な
も
の
（
活
断
層
）
で

は
な
い
か

　

②
近
く
の
活
断
層
で
あ
る
白
木
│

丹
生
断
層
に
引
き
ず
ら
れ
て
動
く
こ

と
が
な
い
か

　

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
確
認
を

目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

機
構
に
よ
る
調
査
の
結
果
、
活
動

的
で
あ
る
こ
と
を
示
す
痕
跡
な
し

　

こ
れ
を
受
け
、原
子
力
機
構
で
は
、

過
去
に
実
施
し
た
調
査
情
報
の
整
理

を
は
じ
め
、
航
空
レ
ー
ザ
ー
測
量
に

　

原
子
力
機
構
は
、
昨
年
８
月
29
日
付
の
旧
原
子
力
安
全
・
保
安
院

に
よ
る
指
示
に
基
づ
き
、
同
年
11
月
よ
り
「
も
ん
じ
ゅ
」
に
お
け
る
敷

地
内
破
砕
帯
の
追
加
調
査
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

も
ん
じ
ゅ
敷
地
内
の
破
砕
帯
調
査

も
ん
じ
ゅ
敷
地
内
の
破
砕
帯
調
査

原
子
力
機
構
の
調
査
報
告
を
受
け

原
子
力
規
制
委
員
会
が
現
地
を
調
査

原
子
力
規
制
委
員
会
の
調
査
団

に
よ
る
現
地
調
査
の
状
況
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つるほんだよりつるほんだより

よ
る
敷
地
全
体
の
地
形
判
読
や
地
表

踏
査
や
、
土
地
表
面
の
剥
ぎ
取
り
、

ボ
ー
リ
ン
グ
等
に
よ
る
破
砕
帯
の
性

状
確
認
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
破
砕
帯
内
物
質
で
あ

る
粘
土
か
ら
は
敷
地
内
破
砕
帯
が
活

動
的
で
あ
る
こ
と
を
示
す
痕
跡
は
認

め
ら
れ
ず
、
ま
た
、
海
上
音
波
探
査

の
記
録
で
は
白
木
│
丹
生
断
層
と

敷
地
内
破
砕
帯
の
つ
な
が
り
を
示
す

活
構
造
は
認
め
ら
れ
ず
、
白
木
│

丹
生
断
層
に
引
き
ず
ら
れ
て
敷
地
内

破
砕
帯
が
動
く
こ
と
も
な
い
と
判
断

し
、
調
査
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
、

本
年
４
月
30
日
、
原
子
力
規
制
委
員

会
へ
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
夏
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が

も
ん
じ
ゅ
の
現
地
を
調
査

　

機
構
に
よ
る
調
査
結
果
報
告
書

規
制
委
員
会
「
さ
ら
な
る
調
査

と
デ
ー
タ
の
提
示
が
必
要
」

　

２
日
間
の
現
地
調
査
を
踏
ま
え
、

８
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
原
子
力
規

制
委
員
会
の
有
識
者
会
合
に
お
い

て
、
同
調
査
団
か
ら
は
こ
れ
ま
で
に

機
構
に
よ
り
調
査
・
報
告
さ
れ
た
内

容
や
今
般
の
現
地
調
査
だ
け
で
は
破

砕
帯
の
活
動
性
の
有
無
を
判
断
す
る

こ
と
は
難
し
く
、
さ
ら
な
る
調
査
な

ら
び
に
そ
の
デ
ー
タ
の
提
示
が
必
要

と
の
見
解
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

原
子
力
機
構
と
し
ま
し
て
は
、
今

後
の
有
識
者
会
合
を
経
て
原
子
力
規

制
委
員
会
が
ど
の
よ
う
な
調
査
デ
ー

タ
を
必
要
と
す
る
か
等
に
つ
い
て
の

確
定
を
待
つ
と
と
も
に
、
で
き
る
限

り
早
く
そ
の
デ
ー
タ
を
取
得
し
、
同

委
員
会
へ
提
供
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
い
く
所
存
で
す
。ま
た
、も
ん
じ
ゅ

敷
地
内
破
砕
帯
の
調
査
に
関
す
る
状

況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
適
宜
、
皆
様

に
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

の
提
出
を
受
け
、
原
子
力
規
制
委
員

会
は
７
月
17
日
、
18
日
の
両
日
、
島

崎
委
員
長
代
理
を
団
長
と
す
る
調

査
団
を
「
も
ん
じ
ゅ
」
に
派
遣
し
ま

し
た
。

　

調
査
団
は
、
機
構
の
調
査
結
果
に

基
づ
き
、「
も
ん
じ
ゅ
」
の
西
方
約

500
ｍ
に
位
置
す
る
「
白
木
│
丹
生
断

層
」
の
露
頭
部
分
や
敷
地
周
辺
の
地

形
図
に
お
い
て
直
線
的
に
見
え
る
部

分
（
リ
ニ
ア
メ
ン
ト
）
の
踏
査
、「
も

ん
じ
ゅ
」
敷
地
内
の
剥
ぎ
取
り
部
分

に
お
け
る
破
砕
帯
の
性
状
調
査
等
を

行
い
ま
し
た
。

原子力機構による調査の状況

破
砕
帯
追
加
調
査
関
連
の
主
な
経
緯

破
砕
帯
追
加
調
査
関
連
の
主
な
経
緯

平成18年9月 原子力安全委員会が「発電用原子炉施設に関する
耐震設計審査指針」を改定。旧原子力安全・保安
院から耐震安全性を評価するよう指示を受ける

平成20年3月 新指針に基づく耐震安全性評価結果報告書を旧原
子力安全・保安院へ提出

平成23年3月 東北地方太平洋沖地震が発生
平成24年8月 旧原子力安全・保安院からもんじゅ敷地内破砕帯

に関し追加調査を実施するよう指示を受ける
平成24年9月 追加調査実施計画書を提出、調査開始
平成25年4月 調査結果を取りまとめ、追加調査報告書を原子力

規制委員会へ提出
平成25年7月 原子力規制委員会の調査団が現地調査
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■
北
陸
線
の
建
設

　

敦
賀
（
金
ヶ
崎
）
〜
長
浜
間
の
鉄
道
建
設
が

確
定
し
た
の
は
明
治
11
年
。こ
の
区
間
は
福
井
・

滋
賀
県
境
の
山
塊
を
貫
く
柳
ヶ
瀬
ト
ン
ネ
ル
の

建
設
が
あ
っ
た
た
め
、
ト
ン
ネ
ル
が
通
る
部
分

を
残
し
て
明
治
15
年
３
月
、
滋
賀
県
側
と
福

井
県
側
で
そ
れ
ぞ
れ
仮
営
業
を
始
め
ま
し
た
。

柳
ヶ
瀬
ト
ン
ネ
ル
は
16
年
11
月
に
貫
通
。
17
年

４
月
に
金
ヶ
崎
〜
長
浜
間
42
・
５
㎞
が
よ
う
や

く
全
通
し
、
営
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
仮
開
業

か
ら
の
約
２
年
間
は
、
県
境
を
人
が
歩
い
て
山

越
え
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
区
間
の
工
事
は
、
日
本
人
技
術
者
だ
け

の
工
事
と
し
て
は
明
治
13
年
に
開
業
し
た
京
都

〜
大
津
間
に
続
く
二
番
目
の
も
の
で
し
た
。

■
柳
ヶ
瀬
線
分
離

　

太
平
洋
戦
争
後
、
国
鉄
は
輸
送
力
増
強
と
高

速
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
北
陸
線
で
は
敦
賀

〜
木
ノ
本
間
を
西
寄
り
に
ル
ー
ト
を
変
え
、
新

設
の
深
坂
ト
ン
ネ
ル
を
経
由
す
る
路
線
に
切
り

替
え
る
こ
と
を
計
画
。深
坂
ト
ン
ネ
ル
は
福
井
・

滋
賀
県
境
を
通
る
長
大
ト
ン
ネ
ル
（
５
１
７
０

ｍ
）
で
、
昭
和
32
年
２
月
に
完
成
し
、
同
年
10

月
、
田
村
（
長
浜
市
）
〜
敦
賀
間
が
国
鉄
初
の

交
流
電
化
区
間
と
し
て
開
通
し
ま
し
た
。

　

深
坂
ト
ン
ネ
ル
経
由
の
新
し
い
路
線
が
誕
生

し
た
こ
と
で
、
従
来
の
木
ノ
本
〜
敦
賀
間
の
路

線
は
北
陸
線
か
ら
柳
ヶ
瀬
線
と
し
て
分
離
さ

れ
、
気
動
車
が

走
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

■
柳
ヶ
瀬
線
の
廃
止

　

こ
う
し
て
地
域
の
鉄
路
と
し
て
残
さ
れ
た

柳
ヶ
瀬
線
で
し
た
が
営
業
成
績
が
悪
化
。
昭
和

39
年
５
月
、
全
面
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

柳
ヶ
瀬
線
の
跡
は
、
多
く
が
北
陸
自
動
車
道

（
以
下
、
北
陸
道
と
表
記
）
や
国
道
365
号
（
滋

賀
県
内
）
の
拡
張
整
備
の
用
地
に
変
わ
り
ま
し

た
。
こ
の
た
め
柳
ヶ
瀬
線
を
た
ど
る
旅
は
北
陸

道
と
並
行
し
た
り
、
365
号
を
走
る
こ
と
が
多
く

な
り
ま
す
。

■
鳩
原
信
号
場

　

敦
賀
市
街
地
か
ら
国
道
８
号
を
滋
賀
方
面
に

走
る
と
、
右
手
に
北
陸
電
力
疋
田
発
電
所
が
見

え
て
き
ま
す
が
、
こ
の
近
く
に
鳩は

つ

原は
ら

信
号
場
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
先
で
北
陸
線
と
柳
ヶ
瀬
線

が
分
岐
し
、
柳
ヶ
瀬
線
は
東
寄
り
に
、
北
陸
線

は
西
寄
り
に
走
っ
て
い
ま
し
た
。

■
疋
田
駅

　

か
つ
て
北
陸
線
で
は
敦
賀
の
次
の
駅
は
疋
田

駅
で
し
た
。
柳
ヶ
瀬
線
分
離
後
は
新
疋
田
駅
が

新
設
さ
れ
て
北
陸
線
の
本
線
の
駅
と
な
り
、
疋

田
駅
は
柳
ヶ
瀬
線
の
駅
と
な
り
ま
し
た
。

　

疋
田
地
区
の
疋
田
第
２
会
館
に
は
、
通
り
に

面
し
て
90
㎝
ほ
ど
の
高
さ
に
石
を
組
ん
だ
場
所

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
疋
田
駅
の
ホ
ー
ム
の
跡

で
す
。（
地
図
Ａ
参
照
）

　

そ
の
ホ
ー
ム
跡
沿
い
の

道
を
敦
賀
市
街
方
面
に
歩

い
て
い
く
と
、
や
が
て
左

か
ら
来
る
別
の
道
と
斜
め

に
合
流
し
ま
す
。こ
こ
ま
で
の
道
は
か
つ
て
の
線

路
跡
と
の
こ
と
で
す
。こ
の
合
流
点
付
近
で
、左

手
に
あ
る
小
さ
な
水
路
が
、今
来
た
道
の
真
下

を
く
ぐ
る
よ
う
に
流
れ
込
ん
で
い
ま
す
。道
の

左
下
に
は
小
さ
な
ア
ー
チ
形
の
レ
ン
ガ
組
み
が

見
え
、
そ
の
先
は
道
を
く
ぐ
る
ト
ン
ネ
ル
の
水

路
に
な
っ
て
い
ま
す
。鉄
道
の
遺
構
だ
そ
う
で
す
。

■
鉄
道
橋
の
跡

　

さ
て
、疋
田
第
２
会
館
ま
で
戻
り
ま
し
ょ
う
。

次
の
刀
根
駅
へ
の
線
路
は
ホ
ー
ム
跡
に
並
行
し

て
、
そ
の
先
の
笙
ノ
川
の
方
向
に
延
び
て
い
た

は
ず
で
す
が
、
今
は
診
療
所
な
ど
が
建
っ
て
い

て
線
路
跡
ら
し
い
道
路
が
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
地
元
の
人
に
聞
い
た
ら
、
こ
う
な
っ

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

現
在
、
国
道
８
号
に
面
し
て
コ
ン
ビ
ニ
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
裏
の
狭
い
通
り
が
線
路
跡
で

し
た
。
こ
の
裏
通
り
は
、
疋
田
会
館
の
裏
手
を

通
り
、
笙
ノ
川
沿
い
の
国
道
161
号
に
続
い
て
い

ま
す
。
線
路
は
、
そ
の
161
号
を
横
断
し
た
先
の

笙
ノ
川
を
越
え
て
曽
々
木
方
面
に
向
か
っ
て
い

至敦賀市街至敦賀市街

水路トンネル

疋田第2会館
診療所 コンビニ

検問所 疋田交差点
笙ノ川 新疋田橋 Ⓐ

疋田会館

疋田交差点

曽々木 県道140号
刀根

小刀根トンネル

至
木
之
本

余呉湖湖西線

柳ヶ瀬トンネル

柳ヶ瀬
バス停

長浜市役所
余呉支所

北

  陸

    道

北

        陸

            線

深
　坂
　　ト
　　　  ン
　　　　   ネ
　　　　　    ル

滋 

賀 

県
敦 

賀 

市

至
敦
賀
市
街

至今庄

疋田第2会館のホーム跡。
奥の突き当たりは診療所

右上は国道8号。手前が疋田交差点。
左の細い道がコンビニ裏に続く

旧旧
柳
ヶ
瀬
線

柳
ヶ
瀬
線
敦
賀
〜
木
ノ
本
間

敦
賀
〜
木
ノ
本
間

　

旧
国
鉄
で
は
昭
和

　

旧
国
鉄
で
は
昭
和
3232
年
、
北
陸
本
線
の
福
井
・
滋
賀
県
境
を
貫
く
深
坂
ト

年
、
北
陸
本
線
の
福
井
・
滋
賀
県
境
を
貫
く
深
坂
ト

ン
ネ
ル
が
開
通
し
ま
し
た
が
、
こ
の
と
き
敦
賀
〜
木
ノ
本
間
は
、
北
陸
線
の

ン
ネ
ル
が
開
通
し
ま
し
た
が
、
こ
の
と
き
敦
賀
〜
木
ノ
本
間
は
、
北
陸
線
の

支
線
・
柳
ヶ
瀬
線
と
し
て
分
離
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
の
鉄
路
と
し
て
残
さ
れ

支
線
・
柳
ヶ
瀬
線
と
し
て
分
離
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
の
鉄
路
と
し
て
残
さ
れ

た
単
線
の
柳
ヶ
瀬
線
で
し
た
が
、

た
単
線
の
柳
ヶ
瀬
線
で
し
た
が
、
3939
年
に
は
全
面
廃
止
に
。
現
在
は
道
路
な

年
に
は
全
面
廃
止
に
。
現
在
は
道
路
な

ど
に
姿
を
変
え
て
い
ま
す
。
柳
ヶ
瀬
線
の
跡
を
車
で
た
ど
っ
て
み
ま
し
た
。

ど
に
姿
を
変
え
て
い
ま
す
。
柳
ヶ
瀬
線
の
跡
を
車
で
た
ど
っ
て
み
ま
し
た
。

疋
田
第
2
会
館
の

先
に
あ
る
レ
ン
ガ

ア
ー
チ
の
あ
る
水

路
ト
ン
ネ
ル

中
ノ
郷
駅
跡

中
ノ
郷
駅
跡
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た
そ
う
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
川
に
は
鉄
道
橋
が

見
当
た
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
こ
う

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

す
ぐ
近
く
に
、
８
号
と
161
号
が
分
岐
す
る
疋

田
交
差
点
が
あ
り
、
８
号
は
新
疋
田
橋
で
笙
ノ

川
を
越
え
て
い
ま
す
。
こ
の
新
疋
田
橋
の
す
ぐ

隣
（
上
流
）
に
も
並
行
し
て
一
段
低
い
橋
（
疋

田
橋
）
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
橋
の
ほ
ん
の
少
し

上
流
に
、
平
た
い
石
が
川
底
に
横
た
わ
っ
て
い

ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
川

岸
に
は
、
石

を
使
っ
た
橋

台
（
橋
の
両

端
を
支
え
る

も
の
）
の
跡

の
よ
う
な
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、

か
つ
て
の
鉄
道
橋
の
名
残
で
、
平
た
い
石
は
橋

脚
を
支
え
て
い
た
台
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
曽
々
木
ト
ン
ネ
ル

　

疋
田
か
ら
先
へ
国
道
８
号
を
進
む
と
曽
々
木

地
区
に
至
り
ま
す
。
釣
具
店
が
左
前
方
に
見
え

て
き
て
、
国
道
は
右
手
の
山
の
裾
を
右
に
大
き

く
カ
ー
ブ
し
な
が
ら
切
通
し
を
通
り
ま
す
。
地

元
の
人
に
よ
れ
ば
、
こ
の
切
通
し
が
曽
々
木
ト

ン
ネ
ル
（
55
ｍ
）
の
あ
っ
た
場
所
だ
そ
う
で
す
。

■
刀
根
ト
ン
ネ
ル

　

こ
こ
か
ら
少
し
走
る
と
、
県
道
140
号
（
敦
賀

柳
ヶ
瀬
線
）
と
の
分
岐
点
が
見
え
、
標
示
に
注

意
し
て
左
に
折
れ
る
と
県
道
で
す
。
県
道
は
、

北
陸
道
と
並
び
な
が
ら
県
境
の
柳
ヶ
瀬
ト
ン
ネ

ル
を
抜
け
る
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。

　

刀
根
の
集
落
に
近
づ
く
と
刀
根
ト
ン
ネ
ル
を

く
ぐ
り
ま
す
。
明
治
14
年
に
竣し

ゅ
ん
こ
う工
。
柳
ヶ
瀬
線

廃
止
後
は
、
国
鉄
バ
ス
専
用
道
の
ト
ン
ネ
ル
と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
拡
幅
さ

れ
て
鉄
道
時
代
の
面
影
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

当
時
の
刀
根
の
人
達
は
こ
れ
ら
の
歴
史
が
忘

れ
去
ら
れ
る
こ
と
を
惜
し
み
、
ト
ン
ネ
ル
口
に

掲
げ
ら
れ
て
い
た
銘
額
（
要
石
）
を
譲
り
受
け
、

碑
と
し
て
再
建
保
存
し
ま
し
た
。
現
在
、
刀
根

公
会
堂
の
敷
地
内
に
あ
り
ま
す
。
銘
額
に
は

「
董
工
四
等
技
手 

長
谷
川
謹
介
」
と
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
人
物
は
次
に
見
る
小
刀
根
ト
ン
ネ
ル

（
表
紙
写
真
）
の
設
計
者
で
す
。

■
小
刀
根
ト
ン
ネ
ル

　

そ
の
小
刀
根
ト
ン
ネ
ル
は
、
刀
根
ト
ン
ネ
ル

を
抜
け
る
と
目
の
前
に
。
車
を
降
り
て
歩
い
て

み
ま
し
ょ
う
。
入
口
の
馬ば

蹄て
い

形
に
組
ん
だ
レ
ン

ガ
の
最
頂
部
に
貫
通
年
の
「
明
治
十
四
年
」
と

刻
ん
だ
要
石
が
。ト
ン
ネ
ル
延
長
は
56
ｍ
で
す
。

　

敦
賀
〜
長
浜
間
で
は
、
小
刀
根
ト
ン
ネ
ル
貫

通
の
明
治
14
年
ま
で
に
曽
々
木
、
刀
根
の
両
ト

ン
ネ
ル
も
貫
通
し
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、曽
々

木
ト
ン
ネ
ル
は
今
で
は
消
滅
し
、
刀
根
ト
ン
ネ

ル
も
昔
の
姿
を
と
ど
め
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

こ
の
工
事
以
前
に
着
手
完
工
し
た
京
都
〜
大
津

間
の
東
山
・
逢
坂
山
ト
ン
ネ
ル
も
、
鉄
道
電
化

工
事
な
ど
に
よ
っ
て
改
修
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
小
刀
根
ト
ン
ネ
ル
だ
け
が
現
存

し
、
し
か
も
建
設
当
時
の
姿
を
今
に
残
し
て
い

る
日
本
最
古
の
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
で
す
。

　

レ
ン
ガ
造
り
の
馬
蹄
形
の
構
造
、
内
部
の
岩

盤
露
出
部
分
と
レ
ン
ガ
積
み
上
げ
部
分
な
ど
の

手
法
に
も
当
時
の
建
設
技
術
が
う
か
が
わ
れ
、

貴
重
な
遺
構
だ
と
し
て
敦
賀
市
の
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ト
ン
ネ
ル
手
前
に
橋
が
か
か
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
橋
の
橋
台
な
ど
は
、
鉄
道
時
代
の
も

の
を
使
用
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

■
刀
根
駅

　

刀
根
駅
は
、
現
在
は
北
陸
道
が
走
る
山
の
中

腹
に
あ
り
ま
し
た
。
信
号
場
と
し
て
開
設
後
、

大
正
５
年
に
駅
に
昇
格
。
北
陸
線
時
代
に
は
ス

イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
（
急
勾
配
緩
和
の
た
め
、
列
車

が
ジ
グ
ザ
グ
に
上
り
下
り
す
る
折
り
返
し
式
の

線
路
）
の
方
式
が
採
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
駅
跡

地
は
北
陸
道
の
敷
地
に
取
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

■
柳
ヶ
瀬
ト
ン
ネ
ル

　

刀
根
の
集
落
を
過
ぎ
県
境
へ
と
進
む
と
柳
ヶ

瀬
ト
ン
ネ
ル
に
行
き
着
き
ま
す
。
今
は
自
動
車

専
用
道
と
な
っ
て
い
て
、
単
線
の
鉄
道
ト
ン
ネ

ル
だ
っ
た
の
で
、
信
号
に
従
っ
て
福
井
方
面
、

滋
賀
方
面
の
交
互
通
行
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

馬
蹄
形
の
入
口
を
入
る
と
、
セ
メ
ン
ト
モ
ル

タ
ル
ら
し
い
吹
き
付
け
が
多
い
な
か
、
レ
ン
ガ

積
み
も
見
え
ま
す
。
鉄
道
黎れ

い

明め
い

期
の
ト
ン
ネ
ル

と
あ
っ
て
、
高
さ
、
幅
と
も
狭
く
圧
迫
感
を
感

じ
ま
す
。
所
々
に
、
鉄
道
作
業
員
の
待
避
所
の

ほ
か
、
車
が
入
れ
る
大
き
め
の
待
避
所
が
設
け

て
あ
り
ま
す
。

　
《
伊
藤
博
文
》　

１
３
５
２
ｍ
の
柳
ヶ
瀬
ト
ン

疋田橋上流の川底
に見える平たい石刀根トンネルの要

石（刀根公会堂）

小刀根トンネルの内部

疋田橋付近にある橋台と
おぼしき遺構（右側が川）

曽々木の切通し（国道8号）柳ヶ瀬トンネル（敦賀側口）。
左の高架は北陸道

柳ヶ瀬トンネル敦賀側口付近の上部
を流れる谷川。底が平らになっている
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つ
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日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構 
敦
賀
本
部
＝
〒
９
１
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－

８
５
８
５ 

敦
賀
市
木
崎
65
号
20
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☎
０
７
７
０
（
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）３
０
２
１ 

ホ
ー
ム
ペ
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平
成
25
年
9
月
発
行
）

│
№101

ネ
ル
は
建
設
当
時
、
日
本
最
長
で
し
た
。

　

敦
賀
側
口
付
近
に
「
柳
瀬
洞
道
碑
」
と
記
す

石
額
が
置
か
れ
、
ト
ン
ネ
ル
の
建
設
経
緯
が
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、長
浜
側
口
付
近
に
は
、

伊
藤
博
文
揮き

毫ご
う

の
「
萬
世
永
頼
」
の
石
額
が
置

か
れ
て
い
ま
す
。「
万
世
永
く
頼
む
」
と
読
み
、

「
い
つ
ま
で
も
長
く
頼
り
に
す
る
」
と
い
う
意

味
で
す
。

　

と
も
に
ト
ン
ネ
ル
入
口
の
上
部
に
は
め
こ
ま

れ
て
い
ま
し
た
が
撤
去
さ
れ
、
現
物
は
長
浜
の

鉄
道
ス
ク
エ
ア
に
屋
外
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ト
ン
ネ
ル
の
入
口
付
近
に
あ
る
２
つ
の
石
額

は
、
と
も
に
レ
プ
リ
カ
で
す
。

　
《
水
対
策
》　

敦
賀
側
口
の
手
前
に
、
左
へ
入

る
道
が
あ
り
ま
す
。
道
な
り
に
右
に
大
き
く
回

り
込
む
と
道
の
右
わ
き
に
谷
川
が
あ
り
、一
部
、

川
底
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
平
ら
に
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
付
近
の
両
岸
は
石
積
み
の
護

岸
の
よ
う
で
す
。

　

実
は
こ
こ
は
柳
ヶ
瀬
ト
ン
ネ
ル
の
上
部
で
、

ト
ン
ネ
ル
内
に
山
水
が
染
み
出
さ
な
い
た
め
の

構
造
物
だ
そ
う
で
す
。

　
《
柳
ヶ
瀬
ト
ン
ネ
ル
事
故
》　

ト
ン
ネ
ル
を
抜

け
る
と
、
県
道
は
国
道
365
号
に
合
流
し
ま
す
。

　

柳
ヶ
瀬
ト
ン
ネ
ル
は
１
㎞
進
ん
で
25
ｍ
登
る

と
い
う
き
つ
い
上
り
勾
配
で
、
長
浜
側
口
に

あ
っ
た
雁か

り

ヶが

谷や

駅
は
、
海
抜
約
250
ｍ
と
沿
線
で

最
も
高
い
と
こ
ろ
で
し
た
。

　

昭
和
３
年
12
月
６
日
、
Ｄ
50
形
蒸
気
機
関
車

２
両
が
け
ん
引
し
後
押
し
す
る
上
り
の
貨
物
列

車
が
、
柳
ヶ
瀬
ト
ン
ネ
ル
内
で
勾
配
を
登
り
切

れ
ず
長
浜
側
口
25
ｍ
手
前
で
停
止
。
長
浜
口
側

か
ら
他
の
機
関
車
が
救
援
に
向
か
い
、
下
り
勾

配
の
刀
根
駅
の
方
に
押
し
出
し
ま
し
た
が
、
双

方
の
列
車
の
乗
務
員
12
名
が
煤ば

い

煙え
ん

で
窒
息
し
３

人
が
死
亡
す
る
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
故
の
後
、長
浜
側
口

に
開
閉
式
の
幕
な
ど
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
次
の
よ
う

な
仕
組
み
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

上
り
列
車
が
ト
ン
ネ
ル
内
に

入
る
と
幕
を
閉
め
、上
方
に
設

け
た
排
煙
装
置
か
ら
煤
煙
を
排

出
し
ま
す
。幕
を
閉
じ
る
こ
と

に
よ
っ
て
刀
根
方
面
か
ら
の
空

気
の
供
給
が
断
た
れ
、列
車
の

後
方
が
気
圧
の
低
い
状
態
と
な

る
た
め
、通
常
は
列
車
に
ま
と

わ
り
つ
く
よ
う

に
動
い
て
い
た

煙
が
列
車
後

方
に
吸
い
出
さ

れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。列

車
通
過
後
、
ト

ン
ネ
ル
内
に
残

さ
れ
た
煙
は
、

モ
ー
タ
ー
駆
動

の
排
煙
装
置
か

ら
排
出
さ
れ
、次
の
列
車
が
ト
ン
ネ
ル
に
進
入

す
る
際
に
は
煙
が
残
ら
な
い
よ
う
に
し
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

ト
ン
ネ
ル
の
上
を
ま
た
ぐ
国
道
365
号
か
ら
見

下
ろ
す
と
、
山
か
ら
パ
イ
プ
の
よ
う
に
突
き
出

た
ト
ン
ネ
ル
入
口
部
分
の
上
部
に
排
煙
装
置
の

跡
と
思
わ
れ
る
構
造
物
が
見
ら
れ
ま
す
。

■
雁
ヶ
谷
駅

　

柳
ヶ
瀬
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
た
と
こ
ろ
に
は

雁
ヶ
谷
駅
が
あ
り
ま
し
た
。
今
は
北
陸
道
の
盛

り
土
な
ど
に
よ
っ
て
、名
残
は
感
じ
ら
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
か
ら
は
365
号
を
一
路
、木
ノ
本
方
面
に
。

滋
賀
県
側
は
ト
ン
ネ
ル
も
な
く
、
ほ
ぼ
直
線
の

道
が
続
き
ま
す
。
琵
琶
湖
東
岸
を
南
北
に
つ
な

ぎ
、
今
庄
に
つ
な
が
る
こ
の
道
は
北
国
街
道
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

■
柳
ヶ
瀬
駅

　

や
が
て
柳
ヶ
瀬
バ
ス
停
が
見
え
ま
す
。
こ
こ

が
柳
ヶ
瀬
駅
の
跡
と
の
こ
と
で
す
。
上
り
と
下

り
の
待
合
所
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
ち
ら
も
国
道

の
幅
が
膨
ら
ん
だ
と
こ
ろ
に
建
っ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
の
あ
っ
た
場
所
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
柳
ヶ
瀬
は
、
か
つ
て
の
宿
場
町
で
す
。

■
中
ノ
郷
駅

　

さ
ら
に
南
進
す
る
と
、
長
浜
市
役
所
余
呉
支

所
（
旧
余
呉
町
役
場
）
が
右
側
に
見
え
、
道
路

を
挟
ん
で
反
対
側
に
、
国
道
に
沿
っ
て
、
中
ノ

郷
駅
の
ホ
ー
ム
の
一
部
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

北
陸
線
時
代
は
、
敦
賀
方
面
の
山
岳
路
線
に

備
え
て
補
助
機
関
車
を
付
け
離
し
し
て
い
ま
し

た
。こ
の
た
め
転
車
台
も
あ
り
、何
本
も
の
レ
ー

ル
が
枝
分
か
れ
し
て
並
ぶ
広
い
駅
で
し
た
。
多

数
の
職
員
が
常
駐
し
、
最
盛
期
に
は
駅
弁
売
り

も
出
る
ほ
ど
の
活
況
で
し
た
。
旧
余
呉
町
役
場

も
駅
跡
に
建
っ
た
そ
う
で
す
。

　

ホ
ー
ム
跡
に
は
駅
名
標
（
駅
名
を
記
し
た
案

内
標
識
）
の
レ
プ
リ
カ
が
立
っ
て
い
ま
す
。

■
木
ノ
本
へ

　

365
号
を
さ
ら
に
行
く
と
、
右
か
ら
迫
っ
て
く

る
現
在
の
北
陸
線
と
並
行
し
ま
す
。
柳
ヶ
瀬
線

は
、
こ
の
辺
り
で
北
陸
線
と
合
流
し
、
終
点
の

木
ノ
本
駅
を
目
ざ
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

柳ヶ瀬トンネル長浜側口。右上は北陸道

柳ヶ瀬バス停（木之本方面）

365号の右手を北陸線が走る。この付近で
柳ヶ瀬線と合流していた（木之本方面を見る）

365号から見た柳ヶ瀬トンネル長浜側口。
山からパイプ状に突き出したトンネルの
上に覆いかぶさるように排煙装置の跡と
思われる構造物が残る（白いものは残雪）

「萬世永頼」の石額（柳ヶ瀬トンネル長浜側口）

中ノ郷駅跡中ノ郷駅跡

【
取
材
協
力
】
田
中
完
一
氏
、
敦
賀
市
教
委
文
化
振
興
課
、

敦
賀
市
立
博
物
館
【
参
考
】「
写
真
集 

国
鉄
・
敦
賀 

Ｊ
Ｒ

旅
立
ち
ま
で
の
105
年
」（
日
本
鉄
道
Ｏ
Ｂ
会
敦
賀
支
部
）、

「
敦
賀
長
浜
鉄
道
物
語
」（
敦
賀
市
立
博
物
館
）、「
続
郷
土

の
碑
文
展
」（
同
）、
敦
賀
市
史
（
敦
賀
市
）、
図
録
敦
賀

の
文
化
財
（
敦
賀
市
教
委
）、
余
呉
町
誌
（
余
呉
町
）
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